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語
る
。
と
あ
り
。
按
・
干
る
に
、
大
坂
寅
・
卯
の
二
役
と
は
.
院
長

十
九
年
十
二
月
の
各
陣
と
‘
元
和
元
年
五
月
の
夏
陣
と
の
雨
軍
役
を

る
h

二
重
秘
た
り
。
人
の
策
付
か
ざ
る
錦
め
、
大
将
酬
聞
と
名
付
け
た

賄
と
い
ふ
は
‘
自
炊
の
事
な
ら
ん
か
。
小
百
姓
中
与
内
云
々
と
あ

る
与
内
は
除
荷
の
都
也
。
三
州
志
隣
接
飴
考

K
.
民
長
い
ナ
九
年
十
月

十
四
日
公
務
軍
・
奥
村
快
心
永
籾
を
金
保
の
城
代
と
す
。
十
六
日
越

前
腕
生
津
に
宿
陣
、
横
山
タ
胞
を
認
出
し
、
復
仕
を
許
さ
れ
、
三
官
同

な
る
べ
し
。

O
筒
，
丸
人
質
小
屋

古
兵
談
磁
褒
集
K
云
ふ
。
大
坂
貨
卯
の
こ
役
に
、
三
ク
闘
の
一
向
坊

石
の
故
絡
を
賜
ひ
、
留
守
を
命
じ
て
金
制
伸
へ
下
し
給
ム
。
と
あ
り
。

主
鐙
び
百
姓
・
町
人
の
頭
立
ち
た
る
者
共

E
、
人
質
と
し
て
鶴
r
丸
に

小
屋
を
作
り
入
れ
世
か
れ
、
奥
村
快
心
今
枝
宗
仁
を
共
悲
行
と
な

し
.
笠
夜
三
皮
宛
来
見
し
、
共
者
共
は
各
t

自
賄
に
て
居
た
り
し
と
。

此
時
質
人
た
り
し
高
岡
の
幽
谷
院
主
六
十
歳
左
り
し
頃
、
有
課
永
貞

右
快
心
は
伊
抽
出
守
家
稿
.
タ
熔
は
山
城
長
知
に
て
、
雨
入
共
に
金
潔

m山
守
職
主
命
ぜ
ら
れ
し
ゅ
ゑ
.
人
質
の
都
を
ば
奉
行
せ
し
も
の
也
。

金
城
深
秘
帆
仰
に
云
ふ
。
松
坂
門
右
の
方
よ
り
悶
絞
の
秘
を
大
将
櫓
と

申
候
。
平
生
は
此
名
目
は
不
ν
巾
、
敵
の
大
将
或
は
人
質
主
入
れ
世
か

い
へ
り
。
十
九
年
十
二
月
廿
日
の
目
附
に
て
、
奥
村
伊
抽
出
守
三
輪

る
も
の
敗
。
刷
出
所
も
絡
の
内
K
有
ν
之
、
樋
に
て
取
り
申
す
事
。
と
見

ゆ
。
人
質
の
事
た
れ
ば
、
饗
抽
出
方
も
可
』
有
ν
之
に
よ
り
.
人
質
は
二
階

な
り
。
下
の
霊
K
は
図
施
裏
も
有
ν
之
よ
し
。
是
等
は
昔
よ
り
共
の
例

も
有
ν
之
べ
し
。
叉
云
ふ
。
薪
，
丸
梅
絞
に
口
有
り
。
玉
泉
院
丸
よ
り

の
出
入
口
た
り
。
此
所
背
は
人
質
廓
の
闘
り
忙
候
哉
。
今
は
か
く
し

腕
の
や
う
た
り
。
と
い
へ
り
。
千
失
按
宇
る
に
.
大
坂
陣
の
時
の
加

能
越
三
州
の
人
質
は
、
坊
主
百
姓
・
町
人
共
に
て
磁
き
者
共
な
る
ゆ

芯
降
守
・
横
山
タ
庵
三
人
連
名
陀
て
、
鹿
島
郡
肝
煎
惣
百
姓
中
と
宛

所
せ
し
建
舎
に
、
営
御
陣
中
在
A

所
々
開
設
百
姓
等
詮
人
被
一
一
召
上
-
に十4

付
て
、
従
Z

公
儀
三
人
扶
持
宛
被
ι
下
置
戸
候
僚
、
下
々
小
百
姓
中
与
内

市
付
候
儀
.
有
ν
之
間
数
云
々
。
と
あ
り
。
右
建
舎
に
て
見
れ
ば
‘
人

質
事
行
は
.
奥
村
伊
張
守
に
三
輪
志
脳
陣
・
横
山
タ
庖
と
三
人
し
て
奉

行
せ
し
と
問
ゆ
。
叉
賄
方
も
、
二
人
扶
持
宛
賜
は
る
と
あ
れ
ば
.
自

車
、
鶴
，
丸
に
小
屋
を
建
て
、
入
れ
置
か
れ
た
る
友
る
べ

L
o
-
-戦
闘

の
頃
の
名
残
に
て
.
大
阪
披
攻
の
頃
も
、
人
質
を
取
り
.
城
内
に
置

か
れ
た
る
も
の
な
り
と
附
ゆ
。
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